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議
員
に
よ
る
地
域
で

の
切
実
な
声
の
把
握

等
に
取
り
組
み
、
県

政
へ
の
反
映
に
奔
走

す
る
な
ど
、「
見
え
な

い
脅
威
」
と
向
き
合
っ

て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
暮
れ
に
は
、

県
の
新
年
度
予
算
編
成
に
向
け

て
、
新
規
九
十
六
件
、
一
部
修

正
百
三
十
八
件
を
含
む
二
千
六

百
七
十
四
項
目
の
「
令
和
三
年

度
重
要
政
策
大
綱
」
を
知
事
に

提
出
。
感
染
拡
大
防
止
と
社
会

経
済
活
動
の
両
立
を
目
指
し
、

巻
頭
で
「
感
染
症
対
策
に
係
る

最
重
要
政
策
項
目
」
を
特
出
し

し
た
の
が
特
徴
で
す
。

　

今
回
、
我
々
が
基
本
方
針
の

一
つ
に
挙
げ
た
の
は
、「
諫
言

（
か
ん
げ
ん
）」
を
尊
ぶ
精
神
で

す
。
諫
言
は
、
組
織
の
上
に
立

つ
者
に
と
っ
て
貴
重
な
教
訓
と

言
え
ま
す
が
、
二
元
代
表
制
の

下
で
県
政
を
担
う
県
議
会
に
も

当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
り
、
改

め
て
肝
銘
し
、
日
々
の
政
務
活

動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
秋
に
は
、
知
事
選
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
民
意
の
反
映

に
ま
た
と
な
い
政
治
日
程
で
あ

り
、
同
志
四
十
二
名
に
対
し
て
、

県
政
へ
の
注
文
を
ど
し
ど
し
お

寄
せ
下
さ
い
。
併
せ
て
、
県
民

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

い
ま
だ
収
束
す
る
兆
し
が
見
え
ず
、
本
県
に

お
い
て
も
社
会
経
済
な
ど
様
々
な
業
種
・
分

野
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
防
止
や
生
活

者
・
事
業
者
へ
の
支
援
等
に
迅
速
に
取
り
組

む
よ
う
、
大
井
川
知
事
に
要
請
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
県
民
の
皆
様
の

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
取
り
戻
す
こ
と
は

勿
論
で
す
が
、
今
後
の
変
化
す
る
社
会
構
造

へ
の
対
応
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
大
き
く
疲
弊
し
た
県
内
経
済
と
産
業

の
回
復
、
更
な
る
発
展
を
め
ざ
し
、
県
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
一
同
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
も
県
民
の
皆
様
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
主
権
を
旗
印
に
生
活
者
や
働
く
者
の
立

場
に
立
ち
、
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に

よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
罹
患
さ
れ
た

皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
県
が
実
施
し
て
い
る
様
々
な
施
策
に

対
し
て
、
ご
協
力
頂
い
て
い
る
県
民
の
皆
様

に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
、

国
内
だ
け
で
な
く
全
世
界
に
拡
大
し
て
お
り
、

　

地
域
経
済
は
、
消
費
税
増
税
に
よ
る
景
気

悪
化
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。
消
費
税
を
五
％
に
戻
す
こ
と

で
す
。

　

介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト
か
ら
二
十
年
、

保
険
料
は
二
倍
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
介

護
事
業
所
の
倒
産
が
過
去
最
多
で
す
。
保
険

料
・
利
用
料
に
跳
ね
返
ら
な
い
よ
う
国
庫
負

担
割
合
を
引
き
上
げ
、
負
担
の
軽
減
と
介
護

報
酬
の
増
額
を
求
め
ま
す
。

　

七
十
五
歳
以
上
医
療
費
の
窓
口
二
割
負
担

へ
の
引
き
上
げ
を
撤
回
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
経

済
的
理
由
で
受
診
を
我
慢
し
、
病
状
を
悪
化

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

古
く
て
危
険
な
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働

ス
ト
ッ
プ
へ
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
昨
年

の
県
民
投
票
を
求
め
る
八
万
七
千
人
の
直
接

請
求
署
名
は
、
県
民
運
動
の
画
期
と
な
り
ま

し
た
。

　

市
民
と
野
党
の
共
闘
の
前
進
で
、く
ら
し
・

家
計
応
援
第
一
の
政
治
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を

振
る
う
な
か
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

感
染
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者
施
設
な
ど
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
広
く
実
施
し
、
無
症
状
者
を

発
見
・
保
護
・
追
跡
す
る
感
染
源
対
策
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
感
染
症
対
策
の
最
前
線
に
立
つ
保
健

所
は
、
統
廃
合
と
職
員
削
減
で
脆
弱
と
な
り
、

保
健
師
の
増
員
な
ど
体
制
強
化
が
急
務
で
す
。

医
療
機
関
へ
の
直
接
支
援
も
必
要
で
す
。

各
会
派

各
会
派

基
本
方
針

基
本
方
針

希
望
が
持
て
る

よ
り
安
心
な
暮
ら
し
へ

令
和
三
年

県民フォーラム
代表

い
ば
ら
き
自
民
党

い
ば
ら
き
自
民
党

いばらき自民党
議員会長

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

齋藤　英彰

県
内
経
済
・
産
業
の

発
展
に
尽
力

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世

界
的
感
染
爆
発
が
続
く
中
、
新

し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。
感
染

症
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
県
民
一
人
ひ

と
り
に
引
き
続
き
三
密
回
避
に

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
、
一
日
も

早
く
「
日
常
」
を
取
り
戻
せ
ま

す
よ
う
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
九
月
に
発
足
し
た
菅
義

偉
内
閣
は
、「
国
民
の
た
め
に

働
く
内
閣
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
感
染
拡
大
防
止
対

策
を
最
優
先
課
題
に
政
権
運
営

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

本
県
議
会
の
最
大
会
派
で
あ

る
い
ば
ら
き
自
民
党
も
、
本
県

で
初
め
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ

る
一
カ
月
以
上
も
前
に
、
大
井

川
知
事
に
対
し
「
緊
急
要
望
」

を
行
っ
た
の
を
は
じ
め
、
医
療

や
観
光
関
連
団
体
な
ど
各
種
団

体
か
ら
の
要
望
聴
取
や
、
所
属

い
る
事
態
を
乗
り
越
え
、
明
る
い
未
来
を
切

り
開
く
た
め
に
は
、
感
染
拡
大
へ
の
備
え
や

経
済
対
策
に
万
全
を
期
し
た
上
で
、
将
来
の

見
通
し
を
示
し
、
県
民
の
不
安
払
拭
に
努
め

る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
ま
す
。
感
染
症
の
一

刻
も
早
い
収
束
に
取
り
組
み
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
時
代
の
新
た
な
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
自
然
災
害
か
ら
県
民
の
命

を
守
る
た
め
、
切
れ
目
の
な
い
防
災
・
減
災

施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
引
き
続
き
防
災
・
減
災
を
政
治
の
主
流

に
し
、
強
靭
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

私
ど
も
公
明
党
は
、
県
民
の
皆
様
の
小
さ

な
声
も
政
治
に
反
映
す
る
た
め
、
令
和
三
年

度
茨
城
県
予
算
編
成
に
向
け
、
三
百
八
項
目

の
政
策
要
望
を
取
り
ま
と
め
、
昨
年
末
に
大

井
川
知
事
へ
提
出
し
ま
し
た
。
今
後
も
希
望

が
持
て
る
よ
り
安
心
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る

た
め
、
全
力
で
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
罹
患
さ
れ

た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
昼
夜
を
問
わ
ず
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
医
療
関
係
者
の
皆
様
に
、
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
社

会
・
経
済
・
生
活
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
て

公　　明　　党
茨城県議会議員会
代表

公
明
党

公
明
党

高崎　　進

く
ら
し
と
雇
用
・
生
業
ま
も
る

「
公
助
」の
役
割
発
揮
を

日 本 共 産 党
茨 城 県 議 会
議員団長

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

山中 たい子

「
日
常
」取
り
戻
す

た
め
に
迈
進

白田　信夫

　

西に
し
の野　
　
　

一は
じ
め

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

齋さ
い
と
う藤　
　

英ひ
で
あ
き彰

（
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

高た
か
さ
き崎　
　
　

進す
す
む

（
公　
　

明　
　

党
）

　

江え
じ
り尻　
　

加か

な那

（
日
本
共
産
党
）

●
質
疑
者

令
和
三
年
一
月
臨
時
会

日
程
お
よ
び
概
要

日
程

令
和
３
年
１
月
22
日（
金
）

　

・
開
会
、
知
事
提
出
議
案
説
明

　

・
会
派
代
表
に
よ
る
質
疑

　

・
常
任
委
員
会
（
防
災
環
境
産
業 

　
　

委
員
会
、
保
健
福
祉
医
療
委
員
会
、

　
　

文
教
警
察
委
員
会
）

　

・
採
決
、
閉
会

概
要

　

令
和
三
年
一
月
臨
時
会
が
一
月
二
十

二
日
に
開
催
さ
れ
、
知
事
か
ら
、
令
和

二
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
補
正
予
算
案

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
）

お
よ
び
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分
の
議

案
が
提
出
さ
れ
、
各
会
派
か
ら
、
提
出

議
案
に
つ
い
て
の
代
表
質
疑
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
代
表
質
疑
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。


